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第４章 環境保全のための基本的事項 

１．環境保全の基本方針の設定 

（１）環境保全の基本的な考え方 

環境保全の基本的な考え方は、環境保全の基本方針のベースとなるもので、課題を集約したもの

です。 

課題に対する環境保全の基本的な考え方を自然環境、社会環境、生産環境に区分して以下に示し

ます。 

 

１）自然環境 

表 4-1 自然環境の課題と環境保全の基本的な考え方 

 課  題  環境保全の基本的な考え方 

自
然
環
境 

・農地が持つ防災機能の拡充 

・健全な河川や森林機能の保全 

・農地とその周辺における多様な

動植物の生息環境の保護 

・優れた自然景観の保全 

・農業農村の利水、水環境の改善 

・農業農村地域における克雪、 

利雪の取組 

 

○農村を取りまく自然環境と生態系 

の保全 

 

・四季折々の豊かな自然に適応した 

農村環境づくりの推進と 

美しい農村景観の保全 

・農業の源である「水」、「土」、「雪」 

などの資源の確保・保全と活用 

・農業農村が持つ多面的機能を発揮し

た地域の環境保全と地域防災力の強

化 

・農村に住む動植物の生態系の保全 
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２）社会環境 

表 4-2 社会環境の課題と環境保全の基本的な考え方 

 課  題  環境保全の基本的な考え方 

社
会
環
境 

・農業生産者の人口の減少、 

高齢化への対応 

・農村環境保全に関する都市住民

への啓発 

・一部農地における荒廃や廃棄物

投棄の防止 

・農業農村地域の歴史文化の継承

保存 

・農業農村地域における生活環境

及び農業生産環境の向上 

・中山間地域における害虫被害の

低減 

○活力ある農村環境整備の推進 

 

・若者の農業への定着を促進する 

住環境や農業生産環境の整備 

・農業や農村に伝わる技術、文化や 

祭りの継承による地域の活性化 

・都市住民と農業者の交流促進による 

農村の活性化 

・中山間地での害虫被害の把握と対策 

の推進 

 

 
３）生産環境 

表 4-3 生産環境の課題と環境保全の基本的な考え方 

 課  題  環境保全の基本的な考え方 

生
産
環
境 

・農地の健全な保全、優良農地の

保全 

・ほ場整備等による優良農地の 

拡大 

・営農後継者、担い手の確保 

・農業生産者の所得向上 

・生産効率の高い農地基盤整備や

技術開発 

・遊休農地の活用推進 

・質の高い地域特産物のブランド

化による販売網の拡大 

・無農薬栽培・有機栽培などによ

る農産物づくりの推進 

・鳥獣被害対策による農作物や 

農地の保全 

○環境に配慮した新しい農業の推進 

 

・農業基盤の整備による農地の保全と 

農業生産コストの低減 

・担い手不足解消のための 

多様な農業者による農業への参画 

・質の高い農産物の生産やブランド化 

による市場の拡大 

・地産地消の推進などによる食の安全 

の確保 

・鳥獣被害対策による農作物や農地の 

確保 
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（２）環境保全の基本方針 

「環境保全の基本的な考え方」、「主な上位計画、関連計画との整合」を踏まえた上で、環境保全

の基本方針を以下のように設定します。 

 
環境保全の基本方針 1 《自然環境》 

・農村を取りまく自然環境と生態系の保全 

柏崎市は日本海に面し、市街地周辺部に広がる田園地帯や農地を潤し、多くの恵みをはぐくむ鯖

石川、別山川、鵜川などの河川、多くの自然が残されている米山、黒姫山、八石山の山々があり、

そこには多様な動植物が生育しています。市民からは、豊かな自然、農村風景を残してほしいとい

う声が多く、柏崎の四季と自然を利用し、動植物の生息環境の保護を含めた農村づくりが求められ

ています。一方で、鳥獣被害が広範囲にわたって増加しており、野生生物による被害を防ぎつつ、

農村を取りまく自然環境との共生を図ることも求められています。 

また、防災や減災力の強化のために、農業農村が持つ多面的機能を発揮し、持続させていくこと

も重要です。 

このため、「農村を取りまく自然環境と生態系の保全」を目指します。 

 
環境保全の基本方針 2 《社会環境》 

・活力ある農村環境整備の推進 

柏崎市の人口及び農業就業人口は減少傾向で少子高齢化が進み、農業の担い手不足の解消が急務

となっています。また、中山間地域では近年、ブユやカメムシなどの害虫が大量発生しており、住

民は対応に苦慮しています。このため、住環境や農業生産基盤の整備を行い、若者が農業に定着し

やすい環境づくりを行うことが必要です。 

また、今まで各地で行われてきていた祭りや文化･伝統の継承を行うとともに、農業者と都市住

民との交流促進によって農村の活性化を行っていくことも住環境整備の一つとなります。 

さらに、農村地域には豊かな自然や名所などが多いことから、自然環境を生かした農村づくりを

積極的に取り組むことも大切です。 

このため、「活力ある農村環境整備の推進」を目指します。 

 
環境保全の基本方針 3 《生産環境》 

・環境に配慮した新しい農業の推進 

柏崎市の農地は、主に都市近郊に広がる平野部と中山間地に分かれており、それぞれの地域特性

に合わせた基盤整備を行うことで耕作放棄を抑制し、農地の保全を図るとともに、農業生産コスト

の低減や生産者の所得向上を促進します。また、質の高い農産物をブランド化することにより市内

だけではなく市外・県外への販売にも力を入れることで、消費の拡大を図ります。 

あわせて、多様な農業者の参画を促して担い手不足の解消を図ることも必要です。 

さらに、農産物の地産地消を推進することにより、食の安全性が高まり、安全安心な農産物の安

定的な供給が確保できます。 

このため、「環境に配慮した新しい農業の推進」を目指します。 
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環境の課題、環境保全の基本方針、国・県・市の主な上位計画と関連計画を整理したものを図

4-1 に示します。 
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    課   題         環境保全の基本方針 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏崎市農村環境計画 

図 4-1 課題、環境保全の基本方針、国・県・市の主な上位計画と関連計画 

自

然

環

境 

生

産

環

境 

社

会

環

境 

・農地が持つ防災機能の拡充 
・健全な河川や森林機能の保全 
・農地とその周辺における多様な動植物の 
生息環境の保護 

・優れた自然景観の保全 
・農業農村の利水、水環境の改善 
・農業農村地域における克雪、利雪の取組 

・農業生産者の人口の減少、高齢化への対応 
・農村環境保全に関する都市住民への啓発 
・一部農地における荒廃や廃棄物投棄の防止 
・農業農村地域の歴史文化の継承保存 
・農業農村地域における生活環境及び 
農業生産環境の向上 

・中山間地域における害虫被害の低減 

・農地の健全な保全、優良農地の保全 
・ほ場整備等による優良農地の拡大 
・営農後継者、担い手の確保 
・農業生産者の所得向上 
・生産効率の高い農地基盤整備や技術開発 
・遊休農地の活用推進 
・質の高い地域産農産物のブランド化 
による販売網の拡大 

・無農薬栽培・有機栽培などによる 
農産物づくりの推進 

・鳥獣被害対策による農作物や農地の保全 

○「農村を取りまく自然環境と生態系の保全」 

 

・四季折々の豊かな自然に適応した農村環境 

づくりの推進と美しい農村景観の保全 

・農業の源である「水」、「土」、「雪」などの 

資源の確保・保全と活用 

・農業農村が持つ多面的機能を発揮した 

地域の環境保全と地域防災力の強化 

・農村に住む動植物の生態系の保全 

 

 

 

○ 「 活 力 あ る 農 村 環 境 整 備 の 推 進 」 

 

・若者の農業への定着を促進する住環境や 

農業生産環境の整備 

・農業や農村に伝わる技術、文化や祭りの 

継承による地域の活性化 

・都市住民と農業者の交流促進による 

農村の活性化 

・中山間地での害虫被害の把握と対策の推進 

 

 

 

○「環境に配慮した新しい農業の推進」 

 

・農業基盤の整備による農地の保全と 

農業生産コストの低減 

・担い手不足解消のための多様な農業者 

による農業への参画 

・質の高い農産物の生産やブランド化 

による市場の拡大 

・地産地消の推進などによる食の安全の確保 

・鳥獣被害対策による農作物や農地の確保 
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      国・県・市の主な上位計画と関連計画 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国

の

主

な

上

位

計

画

と

関

連

計

画 

食料･農業･農村基本計画 (平成 22年 3 月) 
再生可能な経営を確保 
意欲ある多様な農業者を育成･確保する 
優良農地の確保と有効活用を実現し得る 
活力ある農山漁村の再生 
安心を実感できる食生活の実現 
品質」、「安全･安心」といった消費者ニーズに適った生産体制への転換 
次産業化による活力ある農山漁村の再生 

土地改良長期計画 (平成 24年 3月) 
地域全体としての食糧生産の体質強化 
震災復興、防災･減災力の強化と多面的機能の発揮 
農村の協働力や地域資源の潜在力を生かしたコミュニティの再生 

世紀新農政 2008 (平成 20年 5月) 
消費者の信頼と食品の安全確保に向けた取り組みの充実 
と農のつながりの深化に向けた取り組み 

意欲と能力のある担い手の育成 
食料の生産基盤である農地の確保･有効利用の促進 
先端技術や知的財産を活用した農業の潜在的な力の発揮 

○地方再生に向けた農山漁村活性化対策の展開 

環境基本計画 (平成 18年 4月) 
○環境的側面、経済的側面、社会的側面の統合的な向上 
○環境保全上の観点からの持続可能な国土・自然の形成 

新潟県「夢おこし」政策プラン (平成 21年 12月) 
○産業として成り立つ農林水産業の展開 
○農山漁村の多面的機能の発揮 
○若者に魅力的な住み良い農山漁村の生活環境整備 
○人間と自然が共生するくらし 
○安全で快適な環境づくり 
○資源を大切にする循環型の地域社会づくり 

農林水産ビジョン (平成 18年 3月) 
○安全・安心で豊かな食の提供 
○産業として成り立つ魅力ある農林水産業の実現 
○多面的機能を発揮する農山漁村の維持発展 

 新潟県 農業農村整備の展開方向 (平成 23年 5月) 
○産業として成り立つ農業の展開 
○農村の多面的機能の発揮 
○魅力的な住み良い農村の環境づくり 

 新潟県環境基本計画 (平成 19年 3月) 
県民の参加・協働で環境保全に取り組む社会づくり 
自然と共生した潤いのある社会づくり 

柏崎市第四次総合計画 後期基本計画 (平成 24年 3月) 
○営農システムの再構築と経営構造の改革 
○地産地消の推進 
○魅力ある農産物の拡大 
○六次産業化の推進 
○国営土地改良事業の推進と生産・環境基盤の整備 

柏崎市環境基本計画 (平成 21年 3月) 
○地球温暖化対策に取り組むまちづくり 
○資源循環型のまちづくり 
○人と自然が共生した潤いのあるまちづくり 
○環境汚染のない安心して暮らせるまちづくり 
○市民の参加･協働による環境に配慮したまちづくり 

柏崎市都市計画マスタープラン (平成 22年 3 月) 
～自然と街並みが調和する 美しい町 柏崎～ 
○集約型都市構造の実現 
○魅力とにぎわいのある中心市街地の形成 
○誰もが暮らしやすいまちづくり 
○ものづくりと技術の産業都市づくり 
○自然と文化が息づく潤いの町づくり 

（仮称）柏崎市第２次食育推進計画 (平成 25年 3月策定予定)  
○望ましい食生活の確立と実践 
○生活習慣病予防のための食事の実践 
○地域の食文化の継承・地産地消の推進 
○柏崎の食を通してのまちづくり 

県
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２．環境保全の総合目標 

農村環境計画の基本理念となり、環境保全の基本方針を総合的に実施するための総合目標をキャ

ッチフレーズとして定めます。 

本計画の上位計画及び関連計画との整合を図るため、それらのキャッチフレーズを以下に整理し

ます。 

 

柏崎市第四次総合計画 後期基本計画 

「好きです 輝く柏崎」 

 

柏崎市田園環境整備マスタープラン 

「風になびく稲穂 せせらぎと緑豊かな柏崎」 

 

高柳町田園環境整備マスタープラン 

「自然たっぷり、じょんのびの里高柳」 

 

西山町農村環境計画 

「世界一夕陽の大きく見える海、大地の緑、縄文文化が栄えた歴史のまち 西山」 
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上位・関連計画のキャッチフレーズを参考に、環境保全の基本方針を踏まえて、本農村環境計画

の総合目標としてのキャッチフレーズを次のように設定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

柏崎市農村環境計画 

環境保全の総合目標（キャッチフレーズ） 

 

 

刈羽三山・日本海に包まれた豊かな自然と共生するまち 柏崎 

～柏崎市農村環境計画～ 
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３．地域区分の設定 

（１）土地利用計画の確認 

上位計画となる柏崎市第四次総合計画では、土地利用計画は、①中央部地域、②米山地域、③鵜

川水系地域、④鯖石川水系地域、⑤西山・高浜地域、⑥高柳地域の６つの地域に区分を設定し、土

地利用方針を示しています。 

以下にその概要を示します。 

 
表 4-4 地域区分の設計 

地域名称 対象地区 ゾーン特性 

①中央部地域 旧柏崎、荒浜、西中通、北鯖石、田尻、高田 都市機能集積ゾーン 

②米山地域 鯨波、米山、上米山 自然交流ゾーン 

③鵜川水系地域 上条、野田、鵜川、別俣 中山間・農村ゾーン 

④鯖石川水系地域 中鯖石、南鯖石、北条、中通 農村ゾーン 

⑤西山・高浜地域 西山町、高浜 農村・漁村ゾーン 

⑥高柳地域 高柳町 中山間ゾーン 

 
表 4-5 土地利用の基本方針 

地域名称 土地利用の基本方針 

①中央部地域 

・本地域は、本市の様々な都市活動の中心となるゾーンであり、中心核に位置付け

られます。 

・少子高齢化と今後の人口減少を想定すると、都市機能が拡散することなく、集約

された都市構造を実現することが望ましいため、都市機能の集積を一層推進する

とともに、用途地域の外側に存在する都市的土地の利用について、環境整備を進

めながら土地利用の秩序を整え、更なる市街地化を抑制するため農地の無秩序な

開発を抑止します。 

・都市居住を推進するため、防災・防犯による安全性の強化、緑化の推進や都市景

観づくりによる快適性や魅力を向上させ、暮らしやすい環境を形成します。 

・工業系地域は、本市の産業の受け皿として重要な役割を担っており、その効果的

な利用を図ります。 

・学園ゾーンは、二つの 4 年制大学のほかに、柏崎フロンティアパーク、柏崎・夢

の森公園、環境学校が立地することから、人材育成機能、環境学習機能、緑地機

能と連携した魅力ある産業ゾーンを形成します。 

・海岸部には、港湾、漁港、レクリエーション施設が立地しています。中心的な市

街地から近い点を活かし、その景観、自然環境を保全しつつ、本市の特色ある土

地利用を図ります。 

②米山地域 

・本地域は、佐渡弥彦米山国定公園、米山福浦八景県立自然公園に指定され、美し

い海岸線と緑豊かな山麓から構成されています。 

・山麓は市民の貴重な水源地となっていることから、引き続き自然環境を保全しま

す。 

・主要な集落の定住環境の整備を図るとともに、海岸は漁場としての機能を維持し

ていきます。 

・恵まれた自然環境を活かし、日本の渚百選に選定されている鯨波・青海川海岸と

その海水浴場、国民休養地などのキャンプ場、コレクションビレッジ等を観光レ

クリエーション活動エリアとして位置付け、市内外からの利用客の更なる増加に

努めていきます。 

 
 



                                第４章 環境保全のための基本的事項 

4-10 

 

 

③鵜川水系地域 

・本地域は、黒姫山系と米山山系に囲まれ、鵜川水系に沿った盆地状の地域です。 

・高齢化及び過疎の進行と豪雪地帯という条件を抱える中、定住を図るため、主要

な集落の生活環境を整備するとともに、住民の利便性、安全性、快適性を確保し

地域の活性化を推進します。 

・国指定重要無形民俗文化財である綾子舞が伝承される里であるとともに、文化財

や史跡を有し、市街地へと続く綾子舞街道を形成しています。こにおような文化

や緑豊かな自然に恵まれた環境を活かし、交流・レクリエーションの場としてツ

ーリズムを推進します。 

・地域資源としての良好な環境や景観を維持していくため、森林の適切な整備、保

全を進めます。 

④鯖石川水系地域 

・本地域は、黒姫山系、八石山系とその支脈によって囲まれ、鯖石川やその支流に

沿って多くの集落が分布する地域です。 

・今後、高齢化が一層進行すると想定される中、安心して住み続けられるよう、主

要集落で定住環境の整備を進めます。 

・農地や山林を有していることから、農林業の振興を推進します。 

・史跡、遺跡、文化資源及び鉱泉を活用するとともに、八石山、不動滝、県緑地環

境保全林に指定されている大沢ブナ林など四季折々の優れた自然と共生しつつ、

景観や環境の保全に努めます。 

⑤西山・高浜地域 

・本地域は、変化に富む海岸線、その背後の丘陵地、田園地域、里山など多様性に

富む地形から構成され、海と山の魅力に恵まれた地域です。 

・今後もこのような、優れた景観や自然環境を保全していきます。 

・主要集落における住宅の供給、都市機能の集積化や防災の推進による定住環境の

整備を図り、住民の利便性、安全性、快適性を高めていきます。 

・美しい海岸線を活かしたマリンレジャーを推進するとともに、漁場としての機能

を維持していきます。 

・河川に沿って稲作を中心とする農地が分布していることから、農業基盤の整備に

よる農業振興を進め、農地の保全に努めます。 

・神社仏閣や文化財、雪割草の里、ゆうぎ、西山ふるさと公苑等の観光資源や地域

資源を活かした観光・交流を推進します。 

⑥高柳地域 

・本地域は、鯖石川の上流にあって、黒姫山、薬師山系などに囲まれた自然豊かな

地域です。 

・農業と林業の振興と環境の保全を図るため、農地や広葉樹林の保全、農業基盤の

整備などを進めます。 

・過疎の進行と豪雪地帯という自然条件があいまって、集落の維持が大きな課題と

なっていることから、主要集落における生活環境を整備し、公共公益施設の集積、

雪に強いまちづくりに努め、安心して居住できる環境づくりを推進します。 

・じょんのびの里、かやぶきの里など農山村滞在型の交流施設、貞観園を始めとし

た文化財を核として、本地域の自然の保全と棚田、荻ノ島環状集落等の景観の維

持と形成に努めながら、観光・交流を推進します。 
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（２）自然生態系を保全するための空間的な視点 

農村の自然生態系の保全を行うには、図 4-2 に示す「地域レベル」、「地区レベル」、「地点レベ

ル」の３つの空間的視点から検討することが重要となります。 

また、地点レベルでの生息環境を整備するだけでなく、生物ごとの生活史に応じた所要の生息場

所を確保するとともに、広域的な種間ネットワークを含む生態系ネットワークを保証することも重

要です。 

 

 

 

出典：環境との調和に配慮した事業実施のための調査計画・設計の手引き 

 

図 4-2 農村の自然生態系保全のための空間的視点 

○地域レベルの視点（1/50,000 ～ 1/10,000 スケール程度） 

地域レベルで見た農村の自然環境は、農地、水路等の環境要素が有

機的つながりを持ち、安定した生態系ネットワーク構造を築いてい

ることが重要 

○地区レベルの視点（1/5,000 ～ 1/1,000 スケール程度） 

事業地区レベルで見た農村の自然環境は、生物の生息場所がその生

活史に応じて的確に接続されていることが重要 

○地点レベルの視点（1/500 ～ 1/100 スケール程度） 

地点レベルで見た農村の自然環境は、その地点で生息する生物の

生息環境が保全されていることが重要 
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（３）生物の生息空間としてのネットワーク 

生物種や生態系の保全のためには、その生息生育域に関わる環境要素のネットワークが適切な形

で確保されていることが重要となります。 

図 4-3 に示すように、生物生息空間をより広い面積で、より円形に近い形で塊として確保し、

生物が移動可能な経路(生態的回廊)で相互につなぐ配置が、最も効率的な形状となります。 

今後の農業農村整備事業の実施においては、このような考え方を踏まえつつ、河川・水路のみな

らず、里山等との緑のネットワークについても極力現況を活かし、必要となる緑地や並木等を整備

して補うといったことにも配慮することが大切です。 

 

 

出典：生きものたちの住む農村を目指して 2002 

図 4-3 ネットワーク化の原則 



                                第４章 環境保全のための基本的事項 

4-13 

 

（４）エリア及びゾーン区分 

１）エリア区分の設定 

環境への配慮や環境の保全をより効果的に行うためには、環境特性を踏まえつつ環境保全活動や

営農活動を展開していくことが重要となります。 

環境特性は、市域内でも場所によって差異があるため、市域を環境特性に応じて区分し、エリア

を設定します。 

エリア区分の設定では、「土地利用計画」や「広域的な環境保全の手法」を踏まえ、さらに、柏

崎市の特徴である、うみ(海)、かぜ(風)、やま(山)を活かして、6 つのエリア区分を設定しました。 

エリア区分の概要を表 4-6 に、エリア区分図を図 4-4 に示します。 

なお、これらのエリア区分は、厳密に区分を設定するものや土地利用などを規制・制限するもの

ではなく、指針として環境保全・整備を導いていくための地域分けを示したものです。 
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表 4-6 エリア区分の概要 

 

エリア区分のイメージ 

 

の う ち ・ 利 用 活 性 化 エ リ ア 

 

み ど り ・ 水 資 源 活 用 エ リ ア 

 

か い が ん ・ 景 観 活 用 エ リ ア 

 

し ぜ ん ・ 歴 史 文 化 共 存 エ リ ア 

 

や す ら ぎ ・ 里 山 活 用 エ リ ア 

 

ひ と ま ち ・ ふ れ あ い 交 流 エ リ ア 

 

エリア区分名称 地域名称 地域特性・概要 

① のうち・利用活性化エリア 

中央部地域 

(都市部近郊) 

 

・鯖石川、鵜川、別山川の中流・下流域に位

置し、農業生産基盤の整備が進んでおり、

生産性が高くなっています。また、郊外か

らの転入者も多く、農業者との交流により

活性化が図られているエリアです。 

・食料の安定供給という重要な役割を担うと

ともに、市民のニーズである安全・安心な

農産物の生産に対応するために、環境保全

型農業の取り組みの推進を図っていきま

す。 

② みどり・水資源活用エリア 米山地域 

・佐渡弥彦米山国定公園や米山、ブナ林など

の自然が多く残っており、米山湖などの水

資源が市民にとっては重要な役割を果たし

ているエリアです。 

・貴重な水源地としても重要な自然環境を保

全するとともに、自然山間地の中の農地の

保全を図っていきます。 

③ かいがん・景観活用エリア 

米山地域・ 

西山・高浜地域 

(海岸部) 

・夕日を望める海岸部は多くの海水浴場を有

し、市民の憩いの場となっています。また、

米山福浦八景県立自然公園を含んでいるこ

とから景観が良好なエリアです。 

・豊かな自然環境を活用した観光レクリエー

ション活動エリアとして、市内外からの観

光客のさらなる増加を図っていきます。 

④ しぜん・歴史文化共存エリア 

鵜川水系地域・ 

鯖石川水系地域 

西山・高浜地域 

・「綾子舞」に代表されるように、古くから多

くの歴史や文化が継承され、良好な自然や

景観、史跡が多いエリアです。一方で、高

齢化及び過疎化の進行による担い手不足

や、鳥獣被害が深刻化しています。 

・豊かな自然環境・社会環境を活用した地域

の活性化を推進するとともに、効率的な農

作業のための農業基盤の整備、安心して住

み続けられるような住環境の整備を図って

いきます。 

う み （海） 

か ぜ （風） 

や ま （山） 
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⑤ やすらぎ・里山活用エリア 高柳地域 

・「日本棚田百選」に認定されている棚田を含

む多くの棚田を保全しており、「かやぶきの

里」や「こども自然王国」などの宿泊、体

験施設による都市住民との交流も盛んなエ

リアです。一方で、高齢化及び過疎化の進

行による担い手不足や、鳥獣被害が深刻化

しています。 

・棚田とその周辺に代表される農村資源を活

用した都市と農村の交流による地域の活性

化を推進するとともに、安心して住み続け

られるような住環境の整備を図っていきま

す。 

⑥ ひとまち・ふれあい交流エリア 
中央部地域 

(都市部) 

・人口が集中する市街地であり、自然や田園

風景は少ないが、本市の中心となっており、

住宅や工場、商業施設などが集積している

エリアです。 

・都市と農村の交流、市外への販売網の拡大、

環境保全型農業の情報発信の活動拠点とし

て、各地域との連携を図っていきます。 

※地域名称は、「柏崎市第四次総合計画」の土地利用計画における地域区分である。 



名　称 凡　例

エリア区分

図4-4　エリア区分図

西山町事務所

柏崎市役所

高柳町事務所

R291

R8

R252

R352

R353

R8

信越本線

信越本線

越後線

北陸自動車道

鯖
石
川

鵜
川

刈羽村

柏崎刈羽
原子力発電所

R116

別
山
川①

②

③

④

⑤

のうち・利用活性化
エリア

みどり・水資源活用
エリア

かいがん・景観活用
エリア

しぜん・歴史文化共存
エリア

やすらぎ・里山活用
エリア

ひとまち・ふれあい交流
エリア

⑥
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２）ゾーン区分の設定 

エリア分けした区域内において、将来の事業の展開方向や、環境保全の取り組みなどに応じて、

特徴が際立っている箇所を中心に 4 つのゾーン区分を設定しました。 

ゾーン区分の概要を表 4-7 に、ゾーン区分図を図 4-5 に示します。 

なお、これらのゾーン区分は、特徴が際立っている箇所を中心にゾーン分けしたものであり、ゾ

ーンの条件に該当していても、まとまりが小さい箇所は他にもあり、広く点在しています。このた

め、将来的にまとまりが大きくなるように、このような箇所についても、同様の対応を行うことと

します。 

 
表 4-7 ゾーン区分の概要 

ゾーン区分名称 エリア区分名称 概要 

平地農業ゾーン ① のうち・利用活性化エリア 

・生態環境に配慮しながら高生産性営農

を目指す区域です。 

・自然との共生を目指すほ場環境づくり

を図っていきます。 

里山・中山間農業ゾーン ④ しぜん・歴史文化共存エリア 

・河川や山林と連携した農地環境の保全

を目指す区域です。 

・農村の歴史文化継承、生態系の保全、

里山環境の保全を図っていきます。 

棚田・山間農業ゾーン ⑤ やすらぎ・里山活用エリア 

・山間農地や自然を保全するとともに、

自然景観・農村景観の持続を目指す区

域です。 

・棚田の保全、里山環境の保全、農村の

歴史文化継承を図っていきます。 

自然環境保全ゾーン ② みどり・水資源活用エリア 

・自然山間地の中の農地の保全を目指す

区域です。 

・ブナ林などの貴重な自然環境や農村環

境の保全を図っていきます。 

 
 



名　称 凡　例

エリア区分

名　称 凡　例

ゾーン区分

図4-5　ゾーン区分図

高柳町事務所

柏崎市役所

西山町事務所

①

②

③

④

⑤

のうち・利用活性化
エリア

みどり・水資源活用
エリア

かいがん・景観活用
エリア

しぜん・歴史文化共存
エリア

やすらぎ・里山活用
エリア

ひとまち・ふれあい交流
エリア

⑥

平地農業ゾーン

里山・中山間農業ゾーン

棚田・山間農業ゾーン

自然環境保全ゾーン

R352

R116

R8

信越本線

R291

R252

R353

R8

信越本線

北陸自動車道

鯖
石
川

鵜
川

刈羽村

柏崎刈羽
原子力発電所

越後線

別
山
川
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